
0/8【１】 シーリング膨れ現象と原因

【原因】 温度変化による空気膨張によりシーリング材が硬化するまでに圧力が加わるため!

【 複合要因（シーリングの硬さ／ハット高さ／中空位置／施工誤差／気象条件 等）により発生 】
※特に朝から急激に温度が上昇した時に発生しやすく、西面／南面の発生が多い

現象写真 追記

膨れ現象

外壁材
NF4532GA

発生面
西面／南面

シーリング
断面

現場採取
サンプル

膨れ未発生部分の
シーリング断面部にも

へこみ発生

中空が全て隠れ
シーリング厚みが薄い
部分に発生しやすい

物件全体写真 膨れ部写真

膨れ発生膨れ未発生

中空



1/8【２】 ネオロックでの目地部納まり

純正ハット型ジョイナーは中空穴部分の空気を逃がす設計となっており、シーリング膨れが発生
しにくい形状となっております。ただし、商品や施工のばらつきにより中空穴がハット型ジョイナーよ
りも高くなることもあり、気象条件によってはシーリング膨れが発生する可能性もございます。
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【現行品】 ※下図は5mm金具用 他商品も同様 【ハット型ジョイナーNEO】 ※下図は5mm金具用 他商品も同様

微小Ｒ:0.5程度
（製造上の限界）

切り欠き形状追加
・コーナー部のエッジを立てる
・より空気の逃げ道を確保する

①高さ1mmアップ

中空穴 中空穴

【３】 ハット型ジョイナーＮＥＯの改善内容

ハット型ジョイナーNEOではより空気を逃がしやすくするため、現行ハット型ジョイナーから
下記２点の形状変更を実施しています。

②切り欠き形状追加



3/8【４】 ハット型ジョイナーＮＥＯの効果（膨れ再現試験）

■膨れ再現試験

＜試験体＞＜試験方法＞

右図の試験体を作成し、シーリング打設後、すぐに下記設定の
恒温恒湿機で縦置きし、15分後に取り出して膨れの状態を確認する。
また、シーリング硬化後に中空穴が埋まっているかどうかを確認する。

＜温度条件＞

外気温に対し、+30℃（湿度は50%で固定）

＜試験水準＞

＜試験サイディングの中空穴＞ 28穴/試験体

合板

本体（ネオロック）
※動かないようにビス留め

側面:中空穴を接着剤で塞ぐスペーサー
スペーサー

シーリング打設

455

400

水準 基材 シーリング材 ハット型ジョイナー
①
②

スーパーKMEWシール（黒:B841556）
現地調達品

ハット型ジョイナーNEONR18
ラウンドウエーブ



4/8【４】 ハット型ジョイナーＮＥＯの効果（膨れ再現試験）

・ハット型形状変更によりクレーム低減効果あり
※ただし、実現場では施工/下地バラツキ等よりハット型ジョイナーのかかりが少なくなり、膨れが発生する可能性はあります

＜試験結果＞

※現地調達品:最悪条件想定（中空穴が完全露出した場合）
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シーリング スーパーＫＭＥＷシール

ハット型 ハット型ジョイナーNEO

状況写真
→膨れ発生
個所

膨れ発生数 1体目:0/28ヵ所 ２体目:0/28ヵ所

膨れ再現試験詳細（水準①）
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シーリング スーパーＫＭＥＷシール

ハット型 現地調達品

状況写真
→膨れ発生
個所

膨れ発生数 1体目:7/28ヵ所 2体目:9/28ヵ所

膨れ再現試験詳細（水準②）



7/8【６】 Ｑ＆Ａ



8/8【７】 膨れ発生時の現場補修方法

①膨れ発生した部分をＶカットして、再度シーリング打設（シーリング硬化後:２週間程度は必要 ※1）
※1:施工時期により硬化に時間がかかる場合もあります

目地状況（中空穴の露出状態）に合わせ、バックアップ材（厚み2～3mm ※2）を貼り付けてから、シーリングを施工

・同シーリングで打ち直す場合はプライマー不要。
・異素材のシーリングは使用不可（硬化不良の可能性あり）
・中空穴の奥まで入るように シーリングを充填する。

②バックアップ材を用いた施工方法

中空穴が露出している場合 バックアップ材:幅はハット型ジョイナーより小さめ
（現調） 厚みを数種類準備し、状況により使い分け

この隙間で空気を逃がす

バックアップ材（現調）

※2:厚みが大きすぎるとシーリング材厚みが少なくなり、
経年でクラック等の不具合を起こす可能性があります

Point

カッター等で膨れ部分を除去 カット部分にシーリング材を
充填し、へらで慣らす

ノズルを細くし、中空孔に
シーリング材を充填
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